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ネットゼロとスコープ3
～SBTによるネットゼロの定義と、ネットゼロを目指

す企業のサプライヤーエンゲージメントの最新事例～

CDP Worldwide-Japan
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Question:
世界で何社が
2050年までのネットゼロを
宣言していると思いますか?
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1.5℃を目指す企業誓約
SBT+ネットゼロを宣言
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スコープ1,2 スコープ3 気温上

昇(S1,2)
設定年
月

味の素 総量で2018年比で2030年までに50%減 トン生産量あたり原単位を2018年比2030年までに24%減 1.5℃ 2020.5

アスクル 総量で2030年までにゼロ。 購入した製品・サービス、上流の輸送配送について、総量で2015年
比2030年までに15%減。

1.5℃ 2018.8

アシックス 総量で2015年比で2030年までに38%減 製造製品あたり原単位を2015年比2030年までに55%減 WB2D 2018.8

キリンホールディン
グス

総量で2015年比で2030年までに30%減 総量で2015年比で2030年までに30%減 2℃ 2017.3

国際航業 未設定

ソニー 総量で2018年比で2035年までに72%減 製品仕様段階でのスコープ3排出を総量で2018年比で2035年まで
に45%減。購入した製品・サービスについてのサプライヤーの排出
量での10%が2025年までにSBT相当の目標を設定する。

1.5℃ 2020.9

丸井グループ 総量で2016年比で2030年までに80%減、
2050年までに90%減

総量で2016年比で2030年までに35%減 1.5℃ 2019.9

野村総研 総量で2013年比で2030年までに55%減 出張、通勤にかかるスコープ3排出を、総量で2013年比で2030年ま
でに25%減、サプライヤー・ベンダーの排出での70%が2023年まで
に科学に基づく目標を設定。

WB2D 2018.9

リコー 総量で2015年比で2030年までに63%減 購入した財・サービス、輸送、製品仕様段階のスコープ3排出を総量
で2015年比で2030年までに20%減

1.5℃ 2020.3

小野薬品 総量で2017年比で2030年までに55%減、
2050年までに100%減

総量で2017年比で2030年までに30%減、2050年までに60%減 1.5℃ 2019.6

ウェイストボックス* 総量で2018年比で2030年までに50%減 計測して削減することにコミット 1.5℃ 2020.6

SBT+ネットゼロを宣言している日本企業一覧
*中小企業審査手順による
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COP26@UKに向けてネットゼロ宣言を集約
Race to Zero (UNFCCC)

5

United Nations-convened 
Net-Zero Asset Owner Alliance

Global Universities and Colleges Climate Letter



#ScienceBasedTargets

＜コンセンサスがある部分＞

- スコープ: データが許す限り、全てのスコープ、全てのGHG

- 時期: 2050年までにネットゼロ

中間目標設定

すぐに行動を始めるべき

- オフセット 堅牢な基準が必要(追加性、不変性、検証可能性等)

- オフセットの方法、削減貢献量かどうか、削減か除去かについ
て特定すべき。

ネットゼロ目標のスタンダード
Oxfordによる現況のまとめペーパー(2020年5月)
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コンセンサスレベルで、全スコープ、2050年まで、中間目標も設定
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SBTイニシアチブの紹介
2015年発足、パリ協定に準じた企業目標かどうか認定
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In collaboration with

正式にSBT設定を約束した
企業の数（設定済み含む）

目標がSBTと認定された
企業数

An initiative by

1010

485

日本企業102社

日本企業75社

5～15年先の中期目標を審査



日本語版サマリー

https://sciencebasedtargets.org/net-zero/#

SBTイニシアチブの考えるネットゼロの定義(2020.9公開)
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SBTiによるネットゼロ目標についての資料の開発スケジュール

基本原則

Overarching principles to
inform net-zero definition
and the development of
net-zero guidance and
criteria

定義

Net-zero definition in the
corporate sector in line
with guiding principles

ネットゼロガイダンス

Practitioner’s guidance to
inform the formulation
and implementation of
net-zero targets in the
corporate sector

要件

Criteria to inform the
formulation and
assessment of corporate
net-zero targets

ネットゼロの考え方ペーパー

SBTイニシアチブネットゼロ基準今回のペーパー
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• SBT目標は、今世紀後半にネットゼロ
となる長期目標と整合したものです。

• 時間軸は5～15年としており、それによ
って実効性を高めています。

SBTは5～10年先、その先のネットゼロ

長期目標

温
室
効
果
ガ
ス(G

H
G

)

排
出

年

SBT: 5～15年先認定

ネットゼロ今後認定へ



科学に基づく
ネットゼロ目標

の考え方
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ネットゼロの定義

p.26

二酸化炭素排出ネットゼロは、人為的CO2排出が
世界全体で人為的CO2除去と特定の期間バランス
が取れている状態のことを指す。
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科学に基づくネットゼロ目標の背後にある科学とは?

人為的温室効果ガス
排出

人為的除去

現状: 人為的排出とGHG排出の大
気中への正味の蓄積によるシンク
のバランスがとれていない

望ましい状況: 人為的温室効果ガス排出
が人為的除去とバランスが取れている
状態

人為的温室効果ガス排出量

人為的炭素除去量

自然に除去される
温室効果ガス

大気中の温室効果ガス
蓄積が増加しない
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排出（＋）と除去（－）のバランス：どれでもいいのか？

人為的温室効果ガス排出量

人為的炭素除去量

IPCC SR15示唆的経路 P1 IPCC SR15示唆的経路 P2 IPCC SR15示唆的経路 P3 IPCC SR15示唆的経路 P4

研究者たちは、温暖化を1.5℃以内に抑制する幅広いシナリオを調査しました。一般的には、排出経路におい

て短期の排出削減率が低いほど、一定の水準に気温を安定化させるためには、後から大気中の炭素を除去する

必要が大きくなります。

後から除去の必要量が大きい早い段階から大きく削減
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後から除去する必要が大きい場合：環境や他のSDGsとのトレードオフの可能性

---

---

---

人為的炭素除去はある程度必要であり、他の
社会的・環境的ゴールと相乗効果のもと実施
できるが、大規模にネガティブ排出技術を導
入することについては、環境へのマイナスの
影響や他のSGDsとのトレードオフなど、数
多くの不確実性・制約を伴います。

これらのリスクやトレードオフを認識し、
SBTイニシアチブネットゼロの考え方のペー
パーにおけるSBTイニシアチブによる分析で

は、オーバーシュートなし、または抑制した
上での気温上昇を1.5℃以内に抑える削減経路
を使うことを推奨しています。

示唆的シナリオにおけるエネルギー作物用の土地(mm ha)
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SBTイニシアチブによるネットゼロ目標の「３つの基本原則」

基本原則 1: 企業がネットゼロ排出に

達するためには、バリューチェーンに
ついて大気中に二酸化炭素が正味で蓄
積されず、他の温室効果ガス排出によ
る正味の影響がない状態を達成する必
要があります。

基本原則 2: 利用可能な最良の科学、

パリ協定、そして持続可能な開発目標
(SDGs)に従い、企業は、オーバーシ

ュートなしまたは制限している温暖化
を1.5°Cに抑える削減経路に沿って、
ネットゼロに移行する必要があります。

基本原則 3: 企業の削減戦略に基づいて、気候関連移行リスクへの曝露を減

らすための長期戦略や投資が影響を受け、企業のビジネスモデルがネット
ゼロ経済においても成立することを保証する必要があります。

スコープ1，2，3 削減経路は1.5℃

戦略・投資・
ビジネスモデルの変革
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SBTイニシアチブによるネットゼロ経路

到達地を理解する

1.5°Cと整合する削減経路

排
出

量
(ト

ン
CO

2換
算

)

温暖化を1.5°C以内に抑制することと整合するネットゼロ排出の状態

企業による炭素除去

1.5°Cと整合する削減経路での残留排出量

社会における気候、そして持続可能性のゴールと整合しながら、
世界全体でネットゼロ排出の状態を達成することと合致する企業
のネットゼロ排出には、以下の2つの条件が必要です。

1. バリューチェーン全体について、オーバーシュートをせず、
または制限した上で、温暖化を1.5℃以内に抑える排出経路に
おける削減の深さと整合した排出削減の規模を達成し、かつ

2. 削減できずに残る残留排出量の影響について、その同等量の
大気中二酸化炭素を永続的に除去することで、中和する。

バリューチェーンの総排出量



#ScienceBasedTargets 18

オフセットは?除去は?どう考えるべき?
削減・補償・中和についての定義

中和

削減されずに残っている排出源の影響を相殺するために大気から炭素を取り除くた
めに企業が取る対策

削減
バリューチェーン内のGHG排出源を防

止、削減、または排除するために企業
が取る対策

補償
バリューチェーン外のGHG排出源を防

止、削減、または排除するために企業
が取る対策

大気に放出される温室効果ガスの
量を減らす:

• 脱炭素化;
• 森林減少と土地利用変化によ

る排出をなくす
• CO2以外の排出を最小化

大気から炭素を除去

気候への物理的影響緩和戦術

企業のバリューチェーン内 企業のバリューチェーン外

植林/再生、CCS/CCUS

CO2クレジット,REDD+
省エネ・再エネ、現場での回収

森林破壊を止める(バリューチェーン内)

削減：1.5℃の経路
補償：途中について追加的に行うことは歓迎
中和：ネットゼロ時点において残っている排出を「中和」してネットゼロにする。
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事例1: 排出削減は難しいので、排出分をオフセット(補償)する

総排出量
補償量
中和量

目標年基準年

正味排出量

パリ協定と一致する
排出経路

企業の
バリューチェーン内

炭素クレジットを
発行する活動範囲内

基準年シナリオ 仮想の参照シナリオ

ネットゼロシナリオ 実際のシナリオ

炭素クレジット
を発行する発電所

炭素クレジット

大気に放出された
排出量

大気に放出された
排出量(クレジット
で補償)

排出されなくなった
量

炭素クレジットを
通じて資金が提供
されたことで回避
された排出

原則1:大気中のGHG蓄積量がゼロ
オフセットということは排出が残る

原則2:パリ協定とSDGsと整合×
排出が多く残ると他の目標との
トレードオフが大きくなる

原則3:ネットゼロ経済でも可能な
ビジネスモデル×
企業の移行リスクは減らない

炭素ファイナンス
がなければ、建設
されていた発電所

※削減貢献量の場合も同様

××
×
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事例2: 削減は難しいので代わりに中和措置(吸収)

総排出量
補償量
中和量

パリ協定と一致する
排出経路

正味排出量

目標年基準年

基準年シナリオ ネットゼロシナリオ

総排出量

総排出量

正味排出量

化石燃料による発電が中心の
電力会社

再エネと炭素除去の組み合わせ
によってネットゼロ排出となった

電力会社

大気に放出された
排出量

排出されなくなった量

大気から除去されて
貯蔵されている排出

原則1:大気中のGHG蓄積量がゼロCO2分離が永続的であるなら〇

原則2:パリ協定とSDGsと整合×CO除去に頼りすぎると、他の目標とのトレードオフが大きくなる

原則3:ネットゼロ経済でも可能なビジネスモデル?炭素除去に頼りすぎることはステークホルダーの期待に外れる可能性あり

条件付き〇 × ?
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事例3: 科学に沿った排出削減、残余分を中和(吸収)

総排出量
補償量
中和量

目標年基準年

パリ協定と一致する
排出経路

正味排出量

基準年シナリオ ネットゼロシナリオ

化石燃料による発電が中心の
電力会社

炭素排出しない設備
中心の電力会社

総排出量

総排出量

大気に放出された
排出量

排出されなくなった量

大気に放出される前
に回収・貯蔵された
排出相当量

原則1:大気中のGHG蓄積量がゼロCO2分離が永続的であるなら〇

原則2:パリ協定とSDGsと整合〇 （土地制約などの課題とはバッティングしない）

原則3:ネットゼロ経済でも可能なビジネスモデル〇 （すでに技術移行が行われている）

条件付き〇
〇
〇
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事例4: 気候ポジティブ(炭素ネガティブ)アプローチ

総排出量
補償量
中和量

目標年基準年

パリ協定と一致する
排出経路

正味排出量

原則1:大気中のGHG蓄積量がゼロCO2分離が永続的であるなら〇

原則2:パリ協定とSDGsと整合〇 （土地制約などの課題とはバッティングしない）

原則3:ネットゼロ経済でも可能なビジネスモデル〇 （すでに技術移行が行われている）

事例3

＋追加的吸収(中和)
＋炭素クレジット(補償)

条件付き〇
〇
〇
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科学に基づくネットゼロ目標におけるオフセットの役割は?

企業が二酸化炭素除去によって中和した
排出量

企業が補償した排出量

一般的に、オフセットは科学に基づくネットゼロ目標において2
つの役割を果たしえます。

1. ネットゼロへの移行において: 企業は、ネットゼロ排出へ

移行している途中の段階で、大気にまだ放出されている排出
について、補償または中和することを選択することができま
す。

2. ネットゼロにおいて: バリューチェーン内に排出が残って

いる企業は、同等の量の二酸化炭素を除去して排出を中和す
ることが期待されています。

企業による補償措置と中和措置の両方が、世界レベルでのネット
ゼロ排出量への移行を加速する上で重要な役割を果たしえます。
ただし、科学が示す削減率に沿ってバリューチェーンの排出量
を削減する必要性に代わるものではありません。

1 2
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科学に基づくGHG排出削減目標とネットゼロ目標の違いは?

科学に基づくGHG排出削減目標
(SBTs)

科学に基づいたGHG排出削減目標(SBT)は、企業が温暖
化を1.5℃または2℃より十分低い水準以下に抑制するた

めに必要な脱炭素化のレベルと一致する割合で排出を削
減することを確かにする（ensure）ものです。

SBTは企業のバリューチェーン内の削減に焦点をあてて
います。

SBTは、短中期のものです (5～15年)

科学に基づくGHG排出削減目標を基盤として、削減されていない、または排除することが依然として不
可能である排出についても、企業が責任を負うことを確かにする（ensure）ものです。

科学に基づくネットゼロ目標は、企業のバリューチェーン内の排出について科学と整合して削減し、削
減できなかった排出については、企業のバリューチェーン内、またはそれを超えて、補償または中和す
ることに焦点をあてています。

温暖化を1.5℃以内に抑えることと整合したネットゼロの状態に達することは、一般的には長期の願望で
す (例えば、2050年まで)。ただし、短期的な目標はますます一般的になりつつありますが、恒久的なネ
ットゼロ状態ではなく、一時的な状態を参照していることがよくあります。

ネットゼロ
目標

SBTs

SBTs
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科学に基づくネットゼロ目標についてのハイレベルな推奨事項

1 バウンダリ（範囲）: 企業のネットゼロ目標は、バリューチェーン内のすべての重大な温
室効果ガス排出源を含むべきです。

2
透明性: 企業は、目標のバウンダリ（範囲）に含まれる、または除外される排出源について、ネッ

トゼロ排出を達成する時期、ネットゼロ排出に達成するために計画している排出削減や中和の量に
ついて、そして中間目標またはマイルストーンについて、透明性を保つ必要があります。

3
削減: 企業は、バリューチェーン内の排出源を、オーバーシュートしない、または制限した、
温暖化を1.5℃以内に抑制する緩和経路と一致するペースと規模で削減することを目指す必要が
あります。

4
時間軸: 企業は2050年までにネットゼロのGHG排出に到達する必要があります。より早い時

期の目標が推奨される一方で、目標における削減水準が、より野心的な時間軸によって犠牲に
なってはいけません。

5
信頼性: 長期のネットゼロ目標は、企業の計画と投資サイクルに整合した時間軸の範囲内
で行動を促進し、パリ協定の示す削減経路と整合する排出削減を確かにする（ensure）ため
に、科学に基づく排出削減の中期目標によって裏付ける必要があります。
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科学に基づくネットゼロ目標についてのハイレベルな推奨事項

6
中和: ネットゼロ排出に到達するには、企業の残留GHG排出量を同等量の炭素除去にて中和する
必要があります。中和戦略が効果的であるためには、大気に放出され続けるGHGの影響を完全に
中和するまで、大気から炭素を除去し、長期間貯蔵する必要があります。

7
補償: 排出量と除去量のバランスをとることはネットゼロへの道のりの最終目標ですが、企業はネ

ットゼロへの移行において削減されない排出を補償する取り組みを実施することで、世界がネット
ゼロに移行することに貢献することを検討する必要があります。

8
緩和のヒエラルキー（優先順位）: 企業は、企業のバリューチェーン内における排出削減を、

補償措置や中和措置よりも優先するというヒエラルキー（優先順位）に従うべきです。土地ベ
ースの気候戦略においては、バリューチェーン内、そしてそれを超えて、既存の陸上の炭素貯
蔵量を維持または増加させる介入を優先すべきです。

9
環境と社会の保護（セーフガード）: 緩和戦略については、自然に生成された生態系の保護や

再生、そして生物多様性の保全といった、譲ってはならない社会的・環境的原則を守る必要が
あります。

10
堅牢性: 補償と中和の措置は、(a)追加性を担保し、(b)緩和した結果についての永続性を確
かにするための対策があり、(c)リーケージ（漏洩）に対処し、(d)ダブルカウントを回避す
る必要があります。



行動しよう: 
企業の1.5℃

誓約
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In partnership with
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企業は、コミットメント（約束）フォームに署名・送付する
ことで参加することができます。そのフォームにおいては、
これまでSBTにコミット・認定など参加していない企業は、
２４カ月以内に、以下のいずれかの方法で1.5℃に沿った目標
を設定することを約束します。

► SBT1.5℃目標: 関連するすべてのスコープについて、温室
効果ガス排出削減を1.5℃の排出シナリオに合わせる。

► ネットゼロ排出目標: ２０５０年までに科学に基づいたネ

ットゼロ排出に達するという公的なゴールを設定し、かつ、
中期のSBTについても設定する。

► 目標はSBTイニシアチブの要件・推奨条件に沿う必要があ
り、提出し、認定を受ける必要がある。

企業が参加するには？

#OurOnyFuture

御社の排出削減ゴールを１．５℃に整合させよう！



スコープ1・2 スコープ3

SBT認定 WB2D 2℃

5～15年先 長期(2050年まで)
スコープ1・2・３

BA1.5℃(選択肢1) 1.5℃ 1.5℃ ネットゼロ(SBT定義)

BA1.5℃(選択肢2) WB2D 2℃ ネットゼロ(SBT定義)



現在SBTコミットしておらず、過去にSBTコミットしたことがない企業の
場合、目標の開発、提出、認定、公開までで24カ月です。
すでにSBTコミットしている企業の場合、そのコミット期間（24か月）
の終了が期限となります。なお、本キャンペーン参加によって、最大12
か月の期限延長が可能です。
すでにSBTが認定されている企業の場合、選択した選択肢に沿うための調
整をするための期限は12カ月です。

1.5℃キャンペーン参加の場合のSBT設定までの期限
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ネットゼロにコミットしよう！

33

sbt.japan@cdp.netにてサポートいたします！

mailto:Sbt.japan@cdp.net


科学に基づく
世界標準の
ネットゼロ

目標に向けて
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科学に基づく世界標準のネットゼロ目標に向けて

SBTイニシアチブのネットゼロ基準につ
いて期待される要素

1. 企業にとっての科学に基づくネット
ゼロ目標形成のための要件

2. 本プロセスの一部として開発する要
件に照らし合わせて、ネットゼロ目
標を評価する認証手順（プロトコ
ル）

3. 企業セクターにおける科学に基づく
ネットゼロ目標設定のための詳細な
ガイダンス（これには、信頼性高い
ネットゼロの主張を行うためのガイ
ダンスを含む）.

1. 経済のそれぞれのセクターについての適切な残留排出量を理解する: セク
ターまたは活動レベルにおいて、どれほどの削減が必要であり、1.5℃に
温暖化を抑えるシナリオにおいて削減が不能である排出源はなにか?

2. 中間目標: 温暖化を1.5℃以内に抑えることと整合する信頼性の高い移行

経路は何であり、それぞれの企業のスコープ（範囲）ごとに、使うべき
移行経路はどう異なるか？

3. オフセット:  削減されずに残る排出源を効果的に中和するためにどんな
要素を考慮すべき?バリューチェーンを超えて企業がネットゼロへの移行
を加速するために有効な措置は何か?オフセット/補償の戦術をたてる上
で、どのような要素を考慮すべきか?

4. 主張: 企業がネットゼロ排出に達したと主張する場合、どのような条件を

満たしているべきか？ネットゼロへの移行において、ほかにどのような
主張が適切であるか？
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科学に基づく世界標準のネットゼロ目標に向けて

• SBTiは、バランスの取れた、透明性のある、包摂的なステーク
ホルダープロセスを提供し、ISEAL標準設定コードのグッドプ
ラクティスとGHGプロトコル標準設定プロセスに基づいて、
SBTiネットゼロ標準を構築します。

• このプロセスの一環として、SBTiは、利害関係者からのバラン

スの取れた代表により専門家諮問グループを招集し、基準の策
定全体を通じて専門家からの助言と指示を提供いただきます

• さらに、成果物のドラフトに関する公開コンサルテーションに
意見を提供するために、より広範な協議グループが召集されま
す。

• 開発プロセス全体を通じて、SBTiは、常設の諮問グループ
（TAG、SAGなど）にも定期的に関与します。

• 意思決定はコンセンサスの構築を通じて策定され、すべてのア
ウトプットは利害関係者による包括的かつ厳密なレビューの対
象となります。

• SBTiは、専門家諮問グループ内で合意に達するためにあらゆる
努力をします。 コンセンサスが得られない場合、SBTiは最終
決定を下す権限を保持します。

SBTi

Expert Advisory 
Group

Consultative 
Group
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科学に基づく世界標準のネットゼロ目標に向けて

ネットゼロ専門家諮問グループ
(NZ EAG)

ネットゼロ協議グループ
(NZ CG)SBTイニシアチブ

構成

主な責任

SBTイニシアチブ主要チームからのス
タッフ

関連するテーマ分野で実績のある専
門知識を持つ20〜30人の戦略的およ

び技術的アドバイザー。メンバーは、
ビジネスとビジネス以外の利害や興
味、専門知識、性別、地理的多様性
についてバランスを取りながら、専
門知識のレベルに基づいて招待され
ます。

このグループは、政府、企業、NGO、

学界、一般の人々から、興味を持っ
た方どなたでも参加いただけます。

興味のある方は、こちらのリンクか
らご参加いただけます。

• プロセスについての招集主体

• 会合やコンサルテーションワーク
ショップの進行や調整

• ネットゼロ専門家諮問グループに
意見を伺いながら、要件の開発を
主導

• 認証手順やガイダンスを開発

• 要件開発プロセスを通じて助言と
指導を提供

• 内部・外部のコンサルテーション
における意見を明確な推奨条件に
翻訳することを助ける

• 多様な視点を統合し、プロセスと
最終結果について詳述します。

• 資料ドラフト案をレビューし意見
を提供する

• 随時開催される情報提供/コンサル
テーション会合 (例えば、ウェビ
ナー、ワークショップ等)に参加す
る

• 該当する利害関係者については、
試乗実験(road testing)にご参加く
ださい。
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科学に基づく世界標準のネットゼロ目標に向けて

内部向け要件案の作
成

パブリック
コンサルテーション

最終版要件の作成
ネットゼロ認証手順
＆ガイダンスの案作

成

パブリックコンサル
テーション&試乗実

験

最終版ネットゼロ認
証手順&ガイダンス

の作成

NZ EAG NZ EAG NZ EAG

NZ CG NZ CG

SBTi SBTi SBTi SBTi
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科学に基づく世界標準のネットゼロ目標に向けて

要件案の作成

パブリックコンサルテーション

最終版要件の作成

ネットゼロ認証手順＆ガイダン
スの案作成

パブリックコンサルテーション
&試乗実験

最終版ネットゼロ認証手順&ガ
イダンスの作成

2020 2021
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

SBTiネットゼロ基準の発表

I

I

I

F

F

F

中間成果物

最終成果物



www.sciencebasedtargets.org

@sciencetargets

info@sciencebasedtargets.org
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サプライヤーが関わる上流排出をどう減らす？

41

活動量×原単位

原単位が固定では削減になりません。

CDPサプライチェーンプログラムから得られる
サプライヤーからのデータを活用

サプライヤーの削減努力が御社のスコープ３削減に！
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CDPとのパートナーシップ・
プログラムのご紹介

CDPジャパン
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スコアリングパートナー
スコアリングの実務を知るCDP回答支援のエキスパート

43

気候変動

水セキュリティ

フォレスト

{詳細やご紹介の依頼は、japan@cdp.net (日本語)までご連絡ください。

mailto:f%E3%81%BE%E3%81%9F%E3%81%AFjapan@cdp.net
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データパートナー（ゴールド）

44

{詳細やご紹介の依頼は、japan@cdp.net (日本語)までご連絡ください。

mailto:f%E3%81%BE%E3%81%9F%E3%81%AFjapan@cdp.net
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{詳細やご紹介の依頼は、japan@cdp.net (日本語)までご連絡ください。

CDP認定日本地域パートナー

Partnerships| @CDP

CDP認定再エネプロバイダ CDP認定気候変動
コンサルティングパートナー

※地域パートナーシップについてはカテゴリあたり5社程度を原則としております。

•カーボンフットプリントの計測(スコープ1,2,3)
•SBT設定支援
•RE100等の削減計画、実施、進捗管理
•カーボンオフセット
•CDP、TCFDなどの開示支援

mailto:f%E3%81%BE%E3%81%9F%E3%81%AFjapan@cdp.net
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レポーターサービス

開示からリーダーシップを示すための活動まで、個別企業に応じた
オーダーメイドのサービスを提供いたします。

46

開示支援 データや分析

ツール

ネットワーキン

グ、イベント、

分析

CDP Reporter Services | @CDP

TCFD準拠の開示支援

+

追加支援

パッケージ

TCFDに準拠した形で
有報・統合報告書・
環境報告などへの開示について
支援いたします。（英語のみ）



#ScienceBasedTargets

開示支援

47

御社担当のアカウントマネジャーが、CDP質問書・ガイダンス・スコアリング
の理解を助け、御社の回答が投資家にとって有益となるように支援いたします。

CDP Reporter Services | @CDP

スコアフィードバック& ギャップ
分析
(ワード資料)

{ 2019年の回答についてのフィードバックを

提供します。改善を要するギャップがどの

ようなもので、それを改善するためのアド

バイスを提案します。

最終レビュー
(ワード資料) 

{ 2020年の回答提出前に回答をレビューし、御社の

開示の質の向上を支援します。

2020年開示のチェックイン
(PPT)

{ 2020年質問書の状況やスコアリング方法の

変更についてご説明いたします。

2020年の開示の最初の進捗状況を確認し、スコアリング方法の主要な変更について説明します
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データや分析ツール

48

CDPへの他社回答へのアクセスや分析ツールによって、御社の回答や取り組
みの向上を支援します

CDP Reporter Services | @CDP

セクター別データ抽出
(エクセルファイル)

{ ベストプラクティス回答やすべての設問

について御社の所属するセクターの回答

をご提供可能です。

御社指定企業についてのベンチ
マークレポート(PDF)

{ 同業他社等と比較することで、御社の強み・

改善点を理解し、次にとるべき方策を考えま

しょう。

分析ツール(Analytics)
(オンラインレポート)

{ セクターでのリスク・機会が何であり、それ

をどのように管理するのかについて検討の助

けとなります。
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200+ Members Worldwide

49 CDP Reporter Services | @CDP
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